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論 文 内 容 の 要 旨

楯手目のナマコ類は堆積物食者として知られ,摂食する粒子の粒度組成や含有成分に関して選択性を示すことが報告され

ている｡また,生物撹乱を行う分類群としても重要ゼある｡ 転石海岸では,転石下に優占して集中して生息する生物が多い｡

特にテツイロナマコは転石下に生息する大型動物なので,その活動が底生生物群集に及ぼす影響を顕著に見ることができる

と期待される｡ そこで本研究では,テツイロナマコの活動が他の生物に与える影響に関して調査を実施した｡

まず,テツイロナマコの摂食生態を調べた｡その結果,本種が細かい粒子を選択的に摂食していることが明らかになり,

懸濁物食を行っている可能性が示唆された｡また,前腸内に比べ後腸内ではより細かい粒子が多くなっていることも明らか

になった｡藻類に対しては正の摂食選択性を示し,藻類に付着するバクテリアや有機物を摂食している可能性が示唆された｡

さらに,メイオベン'トスに対する負の摂食選択性も明らかになった｡

次に,ナマコ類の主要な栄養源を特定し,さらに転石海岸におけるベントス群集の食物網を把握するために,安定同位体

の解析を行った｡その結果,ナマコ類に関しては,種ごとに異なった同位体組成を示し,同所的に生息するナマコ間で資源

の分割が行われていることが示唆された｡

さらに,テツイロナマコの活動が転石下の他の生物に与える影響を解析した｡移動性生物群集については,テツイロナマ

コの存在によって群集構造が変化することはなく,テツイロナマコによる空間の占有や栄養源を巡る競争の影響を受けない

ことが示唆された｡また,懸濁物食の固着性二枚貝や堆積物中に生息するメイオベントスについても,テツイロナマコの存

在による個体数の減少は見られず,テフイロナマコとの懸濁物を巡る競争や摂食による堆積物の撹乱の影響を受けないこと●

が示唆された｡

以上の結果から,テツイロナマコは高密度に生息していても,他の転石下の生物に対して群集構成や個体数を変化させる

ほど強い影響は与えないことが明らかになった｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

転石海岸のベントスに関する生態学的研究は,試料の定量的な採集が困難なため岩礁あるいは砂浜などに比べて,断片的

なものが多い｡特に生物間の相互作用について詳細な研究が行われた例は極めて乏しい｡本邦の中緯度海域の転石海岸にお

いては,転石下にしばしば高密度のテツイロナマコが生息していることを観察することができる｡ 申請者はこの楯辛目のナ

マコに着目し,本種の摂食をはじめとする活動が転石海岸域において他の生物に与える影響を様々な視点から研究した｡

申請者は,主論文第1章において,テツイロナマコの摂食生態について詳細な調査を行った｡特に現場において直ちに動

物を解剖し,新鮮な消化管内容物を前腸と後腸とに分別する困難な手法を完遂したことによって,その後の特筆すべき結果

の取得-とつながった｡申請者は,消化管内容物および現場の堆積物を比較した結果,本種が細粒を選択的に摂食している

ことを明らかにしているが,さらに機能形態学的考察を加味して懸濁物食を行っている可能性を示唆している｡ また,前腸
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から後腸へと粒子がナマコの腸内を移動する過程で細粒の割合が増加することを明らかにした｡堆積物粒子の組成にナマコ

類が影響しうるという,従来の定説を覆すこの知見は∴本研究の成果の中でも特筆すべき重要なものである｡ 申請者はさら

に食物源となる可能性のある藻類やメイオベントスについて,本種のナマコが正と負の摂食選択性を示すことを明確に示し

たばかりでなく,それぞれの結果について,多角的な面から考察を加えている｡ 本研究のように,楯手目のナマコ類につい

て,栄養源や摂食選択性など,摂食生態の詳細を多岐にわたって研究した例はなく,堆積物食性とされるこの類の生態に関

する最も基礎的かつ重要な知見をまとめたものと評価できる｡

申請者は主論文第2章において,転石海岸における底生生物群集の食物網の解析に,安定同位体分析の適用をはじめて試

みた｡ その結果,同所的に生息するナマコ類が種ごとに異なる同位体組成を示し,種間で資源を分割して利用している可能

性が示唆された｡特に堆積物食性とされる楯手目のテツイロナマコが腐肉など複数の食物源を利用していることを明らかに

して,安定同位体分析がナマコ類の食性分析に有効な手法であることを示したことは,今後の転石海岸における底生生物の

生態学的研究に新たな展開の可能性を加えたものとして,評価できる｡

さらに,申請者は主論文第3章において,テツイロナマコが生息する転石下と生息していない転石下の生物群集を比較し

て,この動物が転石下の他の生物に与える影響を調査した｡その結果,本種が移動性底生生物さらには固着性二枚貝やメイ

オベントスなど,すべての転石下生物の群集構造に対して影響を及ぼしている事例は検出されなかった｡この結果は,テツ

イロナマコの転石下における極めて高い密度からすると意外なものだが,多数の転石下群集を周年にわたって採集し,最新

の統計手法を駆使した上で到達した極めて信頼性の高い結論であり,注目に借する｡ ナマコ類の活動が同所的に生息する他

の生物に与える影響を包括的に検討した研究は他に類をみず,本研究の成果は転石海岸における生物群集のオーガニゼーシ

ョンを理解する上で,大きく貢献するものと認められる｡

よって,本論文は博士 (理学)の学位論文として価値あるものと認める｡

なお,主論文及び参考論文に報告されている研究業績の他,これに関連する研究分野について口頭試問を行った結果,令

格と認めた｡
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